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朝刊 



朝日新聞，毎日新聞でこの話題が取り上
げられ，社会の関心の高さがうかがわれる 



「遺伝単」より引用 



「遺伝単」より引用 





日本人類遺伝学会 （２００９） 



第18回医学用語管理委員会    
 
開催日時    平成29年10月11日（水） 14:00~16:00 
開催場所    日本医師会館  

「優性」「劣性」の言い換えについて              
9月6日に新聞報道で「日本遺伝学会が，誤解や偏見を招くため『優性』『劣性』は 
使用しない．『優性』は『顕性』に，劣性は『潜性』に言い換えると報じられた． 

• マスメディアで広く報道されていることもあり，医学用語管理委員会の下にワーキング

グループ (WG) を設置して，早急に遺伝医学用語について検討をする． 
• 日本人類遺伝学会，日本小児遺伝学会，日本小児科学会，日本遺伝学会，日本神経

学会，日本産科婦人科学会など，遺伝医学用語に関連の深い学会にお声がけする． 
• 日本遺伝学会は，日本医学会分科会ではないが，WGに参加をいただき，議論を深め

るようにする． 
• 全分科会にWGができたことを周知し，コアな学会以外にも議論に参加したい学会に

は，参加をいただけるようにする． 



第1回 遺伝学用語改訂に関するワーキンググループ 
 

 
日時 平成29年12月7日（木）15:30～17:30  
場所 日本医師会502会議室 
 
 
  
1．日本医学会長挨拶 
 
2．医学用語管理委員会委員長挨拶，WG長挨拶 
 
3．委員自己紹介 
 
 
議事 
 
1．遺伝学用語改訂の提案について 
 



遺伝学用語改訂に関するワーキンググループ 名簿 
 
平成29年12月7日～ （50音順）○印は長 
 
 
久具 宏司  日本産科婦人科学会教育委員会委員，用語集・用語解説集委員会副委員

長／都立墨東病院産婦人科部長 
 
櫻井 晃洋  日本人類遺伝学会理事／札幌医科大学医学部遺伝医学教授 
 
○辻  省次 日本神経学会／国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科教授 
 東京大学大学院医学系研究科寄附講座 分子神経学講座 特任教授          
                 
戸田 達史 日本神経学会理事／東京大学大学院医学系研究科教授 神経内科学 
 
沼部 博直 日本先天異常学会評議員／東京医科大学病院遺伝子診療センター専任医

師，小児科准教授，  
  
桝屋 啓志 日本遺伝学会幹事,遺伝学用語編集委員会／理化学研究所 バイオリソー

スセンター マウス表現型知識化研究開発ユニット 
 
森内 浩幸 日本小児科学会／長崎大学病院小児科教授 
 



• 歴史的には，顕性，潜性は当初から遺伝学用語として併記されていたが，時代を経
るにつれ，用いられなくなったが，用語としては歴史的な背景に基づいている． 

• 顕性，潜性について，「漢字が難しい」，「中学生ではまだ習っていない」，発音が似て
いて，会話において混乱を招く可能性がある，などが懸念事項として示された． 

• 優性，劣性は，学術用語としては定着している．すぐに変更をすると，混乱を招くこと
が懸念される．分科会の中には変更に対する反対意見もある． 

• 医療現場において，「優性遺伝」「劣性遺伝」という言葉で，患者，家族が差別感を感
じるということは，あまり経験しない． 

• 遺伝学の用語については，医学分野だけでなく，教育の場，社会における位置づけ
を含めて，幅広い視点で検討をする必要がある． 

• mutationは，日本では，「突然変異」と翻訳され，そのことが混乱を引き起こす背景に
なってきているが，Human Genome Variation Societyでは，mutationは使用せずに，
variant (variation) という用語を用いることを宣言している．同様に，polymorphismを
用いないように宣言しており，このような国際情勢も視野に入れて検討を進める． 

• カタカナ用語を和語として用いることはあまり望ましいものではないが，もし，そのよう
にする場合は，英語の発音に近い記述を採用すべきである． 

• color blindnessについて，日本遺伝学会から提案されている「色覚多様性」では，個々
の型を示すことができないので，医学用語としてはさらに検討する必要があり，眼科
学会にもWGに参加をいただくこととする． 

• 遺伝医学用語の改訂に際しては，しっかりしたプロセスをとるようにする（分科会の意
見を十分にお聞きする，パブリックコメント，社会の理解を求めるなど）． 

第一回ワーキンググループの会議で出された意見 







現行の用語 日本人類遺伝学会 
(2009) 

日本遺伝学会 
(2017) 

Dominant 優性 - 顕性 

Recessive 劣性 - 潜性 

Mutation 突然変異 変異（突然変異） [突然]変異 

mutant 突然変異体 変異体（突然変異体） - 
Variation 変異（彷徨変異） 多様性（バリエーション） (1)多様性 (2) 変動 

Variant 変異体 多様体（バリアント） - 

polymorphism 多型 - - 

Allele 対立遺伝子 アレル（アリル，アリール） アレル(対立遺伝子） 

genotype 遺伝子型 遺伝型 

Locus 遺伝子座 座位 

伴性 医療現場ではX-連鎖性 Sex-linkedは，X染色体
だけでない 

Color blindness 色覚異常，色盲 色覚多様性 

() 許容される用語 [] 場合によっては用いることが
あっても良い 

検討用語 （遺伝医学用語改訂に関するワーキンググループ） 
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